
地球惑星科学委員会 地球・人間圏分科会（第 24 期・第 8 回）議事録 
 
日時：令和元年 12 月 21 日（土） 10:30−12:00 
会場：日本学術会議 5C (1) (2) 会議室 
出席者：春山成子，石川徹，石川義孝，伊藤香織，伊藤悟，碓井照子，植松光夫，奥

村晃史，沖大幹，小口高，小嶋智，近藤昭彦，佐竹健治，篠田雅人，鈴木康弘，杉

田文，寶馨，谷口真人，張勁，津田敏隆，佃栄吉，氷見山幸夫，平田直，村山祐司，

森田喬，矢野桂司，山田育穂，山川充夫 
欠席者：高橋桂子、川幡穂高，齋藤文紀，中田節也，安成哲三，山岡耕春，山形俊男，

橋口公一、村山泰啓 
 
配布資料 
資料１ 公開シンポジウム「地球環境変動と人間活動−世界各地で急速に深刻化する

地球温暖化の影響と対策—」ポスター 
資料２ 提言案「災害が激化する時代に地域社会の脆弱化をどう防ぐか」 
  
議題 
１．12 月 21 日のシンポジウムについて 
２．24 期地球人間圏分科会からの提言案の取りまとめについて 
３．その他 
 
議題１ 

• 急病のため分科会，シンポジウムを欠席することとなった会員が出たため，その

対応を検討した． 
• マスコミが入る可能性があり，個別の内容について報道する場合は本人に取材

するよう申し入れることとした． 
• 総合討論は質問票に基づいたパネルデイスカッションとする． 
• 発表スライドを高校の地理教育教材として利用したいので，可能な方は提供願

いたいという提案があった． 
 

議題２ 
• これまでの提言とは何が異なるのか，何が新しいのかを強調すべきである． 



• 提言案の内容・字句・形式を検討し，修正した． 
• 本分科会で大筋合意が得られれば地球惑星科学委員会に提案し，今後は微修正

を加えていくこととする． 
 
議題３ 

• シュプリンガーから「Human Geoscience」が出版された． 
  
 
 


